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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バインダーおよび有機溶剤可溶性染料を含む染料含有硬化性組成物であって、前記有機
溶剤可溶性染料が、下記一般式（Ｉ）で表される酸性染料と含窒素化合物若しくは脂肪族
環状アミン化合物との塩からなる化合物であることを特徴とする染料含有硬化性組成物。
【化１】

〔式中、Ｄｙｅは、少なくとも一つのスルホン酸基またはカルボン酸基を有する酸性染料
部位を表し、Ｘは、炭素原子、水素原子および２個以上の窒素原子を含み、かつ分子量が
２５０以下である含窒素化合物、並びに炭素原子、水素原子および１個以上の窒素原子を
含み、かつ分子量が２５０以下である脂肪族環状アミン化合物の少なくとも一種に由来す
る部位を表す。ｎは、０＜ｎ≦５を表す。〕
【請求項２】
　請求項１に記載の染料含有硬化性組成物を用いてなることを特徴とするカラーフィルタ
。
【請求項３】
　請求項１に記載の染料含有硬化性組成物を支持体上に塗布後、マスクを通して露光し、
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現像してパターンを形成する工程を有することを特徴とするカラーフィルタの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、液晶表示素子や固体撮像素子等に用いられるカラーフィルタを構成する着色画
像の形成に好適な染料含有硬化性組成物、並びに該染料含有硬化性組成物を用いたカラー
フィルタ及びその製造方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、フォトレジストを用いたカラーフィルタの作製方法としては、フォトレジスト
によるパターン形成の後、パターンを染色する染色法や、予め所定パターンの透明電極を
形成しておき、電圧印加により溶媒に溶解・分散された顔料含有樹脂をイオン化させパタ
ーン形成する電着法、熱硬化樹脂又は紫外線硬化樹脂を含むインクを用いてオフセット印
刷等する印刷法、フォトレジスト材料に顔料等の着色剤を分散させたカラーレジスト剤を
使用する顔料分散法、などが知られており、最近では、顔料分散法が主流になっている。
【０００３】
具体的には、基板上に着色感放射線性組成物をスピンコーターやロールコーター等により
塗布し、乾燥させて塗膜を形成し、該塗膜をパターン露光し、現像することにより着色画
素が得られ、この操作を色相数に応じて複数回繰り返すことによってカラーフィルタを得
ることができる（例えば、特許文献１～８参照）。
【０００４】
近年では、カラーフィルタの用途としては、液晶表示素子（ＬＣＤ）からＣＣＤ等の固体
撮像素子に拡大している。即ち、固体撮像素子にあっては、更なる高精細化が望まれてお
り、撮像画像の高密度化に伴う画素（ピクセル）を微小化する傾向にある。この点から、
着色剤として用いる有機顔料の小粒子化が不可避となっている。しかしながら、有機顔料
の一次粒子の粒子サイズには限界があり、その粗大粒子の影響を受けて色ムラが発生する
等の問題があった。そこで、この問題を解消する技術として、硬化性組成物の媒体中に溶
解した状態で存在し得る染料を着色剤とした染料系の硬化性組成物の実用化が検討、提案
されている（例えば、特許文献９参照）。
【０００５】
しかしながら、染料含有の硬化性組成物には、更に新たな問題点を有することが判った。
すなわち、
（１）通常の色素はアルカリ水溶液又は有機溶剤への溶解性が低いため、所望のスペクト
ルを有する液状の硬化性組成物を得るのが困難である；
（２）染料は、硬化性組成物中の他の成分と相互作用を示すことが多く、硬化部、非硬化
部の溶解性（現像性）の調節が難しい；
（３）染料のモル吸光係数（ε）が低い場合には多量の染料を添加しなければならず、そ
のために硬化性組成物中の重合性化合物（モノマー）やバインダー、光重合開始剤等の他
の成分を減らさざるを得なくなり、組成物の硬化性、硬化後の耐熱性、（非）硬化部の現
像性が低下する等の問題を生じる；
（４）染料は一般に顔料に比べ、耐光性、耐熱性に劣る；
等である。
【０００６】
また、特に固体撮像素子用のカラーフィルタ作製用途の場合においては、１．５μｍ以下
の薄膜にすることが要求される。したがって、硬化性組成物中に多量の色素を添加する必
要があり、前述の問題を生じる結果となる。
【０００７】
以上のように、特に固体撮像素子用の高精細カラーフィルタ用途として実用上要求される
性能、すなわち着色パターンの微細化、薄膜化を満足することは困難であった。
【０００８】
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一方、ピリジニウムカチオン、キノリニウムカチオン、窒素原子を一つしか含まない４級
アンモニウムイオンをカウンターカチオンとして有する酸性染料を使用したカラー固体撮
像素子を記載したものもある（例えば、特許文献１０参照）。しかし、この酸性染料のカ
ウンターカチオンが窒素原子含有のカチオンである場合、一つのカウンターカチオン中に
窒素原子を１つしか含まず、しかも窒素原子１個のときに不飽和結合を有しない脂肪族環
状アミン化合物でもなく、形成されたパターン（画素）はその耐溶剤性の点で不十分であ
るとの問題があり、更なる改善が望まれていた。
【０００９】
【特許文献１】
特開平１－１０２４６９号公報
【特許文献２】
特開平１－１５２４９９号公報
【特許文献３】
特開平２－１８１７０４号公報
【特許文献４】
特開平２－１９９４０３号公報
【特許文献５】
特開平４－７６０６２号公報
【特許文献６】
特開平５－２７３４１１号公報
【特許文献７】
特開平６－１８４４８２号公報
【特許文献８】
特開平７－１４０６５４号公報
【特許文献９】
特開平６－７５３７５号公報
【特許文献１０】
特開昭５９－３０５０９号公報
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、上記諸問題に鑑み成されたものであり、高感度で硬化性に優れ、かつ広い現像
ラチチュードを有すると共に、特に硬化後の画像部（例えば画素）の耐溶剤性に優れ、更
に硬化性、耐熱性に優れ、高解像度で色相の良好なパターン像を形成することができる染
料含有硬化性組成物を提供することを目的とする。
本発明は、前記染料含有硬化性組成物を用いてなり、高透過率、高解像力、広い現像ラチ
チュードを有し、耐溶剤性に特に優れ、更に硬化性、耐熱性にも優れた生産性の高いカラ
ーフィルタを提供することを目的とする。更に、
本発明は、高感度かつ高硬度でのパターン化、硬化が可能で、染料の溶出、混合（混色）
が抑えられ、各色パターンの耐溶剤性に特に優れ、色相、解像度、耐熱性、耐光性にも優
れた、コストパフォーマンスの高い（高効率で高生産性の）カラーフィルタの製造方法を
提供することを目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　前記課題を解決するための具体的手段は以下の通りである。
　＜１＞　バインダーおよび有機溶剤可溶性染料を含む染料含有硬化性組成物であって、
前記有機溶剤可溶性染料が、下記一般式（Ｉ）で表される酸性染料と含窒素化合物若しく
は脂肪族環状アミン化合物との塩からなる化合物であることを特徴とする染料含有硬化性
組成物である。
【００１２】
【化２】
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【００１３】
前記一般式（Ｉ）中、Ｄｙｅは、少なくとも一つのスルホン酸基またはカルボン酸基を有
する酸性染料部位を表し、Ｘは、炭素原子、水素原子および２個以上の窒素原子を含み、
かつ分子量（Ｍｗ）が２５０以下である含窒素化合物、並びに炭素原子、水素原子および
１個以上の窒素原子を含み、かつ分子量（Ｍｗ）が２５０以下である脂肪族環状アミン化
合物の少なくとも一種に由来する部位を表す。ｎは、０＜ｎ≦５を表す。
【００１４】
＜２＞　前記一般式（Ｉ）中のＤｙｅ（酸性染料部位）が、アゾ系、キサンテン系、及び
フタロシアニン系の酸性染料の少なくとも一種に由来の部位である前記＜１＞の染料含有
硬化性組成物である。
＜３＞　前記一般式（Ｉ）中のＤｙｅ（酸性染料部位）が、モノアゾ染料系、及びビスア
ゾ染料系の酸性染料の少なくとも一種に由来の部位である前記＜１＞又は＜２＞に記載の
染料含有硬化性組成物である。
【００１５】
＜４＞　前記バインダーが水可溶性またはアルカリ可溶性のバインダーであって、かつ前
記バインダー及び有機溶剤可溶性染料と共に、更に光重合開始剤と少なくとも１つのエチ
レン性不飽和基を有するモノマー若しくはオリゴマーとを含む前記＜１＞～＜３＞のいず
れかに記載の染料含有硬化性組成物である。
＜５＞　更に架橋剤を含む前記＜１＞～＜４＞のいずれかに記載の染料含有硬化性組成物
である。
【００１６】
＜６＞　前記＜１＞～＜５＞のいずれかに記載の染料含有硬化性組成物を用いてなること
を特徴とするカラーフィルタである。
＜７＞　前記＜１＞～＜５＞のいずれかに記載の染料含有硬化性組成物を支持体上に塗布
後、マスクを通して露光し、現像してパターンを形成する工程を有することを特徴とする
カラーフィルタの製造方法である。
前記カラーフィルタの製造方法において、所望の色相よりなるカラーフィルタを製造する
に際しては前記工程が所望の色相数だけ繰り返される。また、必要に応じて、前記パター
ンを加熱及び／又は露光により硬化する工程を有する態様も好適である。
【００１７】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の染料含有硬化性組成物、並びに該染料含有硬化性組成物を用いて構成され
るカラーフィルタ及びその製造方法について詳述する。
【００１８】
《染料含有硬化性組成物》
本発明の染料含有硬化性組成物は、バインダーおよび有機溶剤可溶性染料を少なくとも含
んでなり、一般には溶剤（以下、有機溶剤ともいう）を含んでなり、前記有機溶剤可溶性
染料として以下に示す一般式（Ｉ）で表される化合物を含有する。また、本発明の染料含
有硬化性組成物は、前記バインダーおよび有機溶剤可溶性染料と共に、ポジ型に構成する
場合には更にｏ－ナフトキノンジアジド化合物を、ネガ型に構成する場合には更に光重合
開始剤と少なくとも１つのエチレン性不飽和基を有するモノマー若しくはオリゴマーとを
、用いて構成することができる。また更に、架橋剤や他の成分を含んでいてもよい。また
、必要に応じて、前記ポジ型に構成する場合に前記モノマー若しくはオリゴマー、光重合
開始剤を更に含んでもよい。
【００１９】
－有機溶剤可溶性染料－
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本発明の染料含有硬化性組成物においては、有機溶剤可溶性染料として下記一般式（Ｉ）
で表される化合物を含有する。この化合物は、酸性染料（式中のＤｙｅ）と含窒素化合物
若しくは脂肪族環状アミン化合物（式中のＸ）との塩からなる化合物である。
【００２０】
【化３】

【００２１】
前記一般式（Ｉ）中、Ｄｙｅは、少なくとも一つのスルホン酸基またはカルボン酸基を有
する酸性染料に由来する部位を表し、該酸性染料の詳細については後述する。Ｘは、Ｄｙ
ｅと塩をなす対イオンであり、炭素原子、水素原子および２個以上の窒素原子を含み、か
つ分子量Ｍｗが２５０以下である含窒素化合物、並びに炭素原子、水素原子および１個以
上の窒素原子を含み、かつ分子量Ｍｗが２５０以下である脂肪族環状アミン化合物からな
る群より選択される少なくとも一種に由来する部位を表す。これらＸで表される化合物の
詳細についても後述する。また、式中のｎは、０＜ｎ≦５を表す。
【００２２】
前記Ｄｙｅを構成する酸性染料について説明する。この酸性染料は、スルホン酸またはカ
ルボン酸の酸性基を有するものであれば、特に限定はなく、有機溶剤や現像液に対する溶
解性、塩形成性、吸光度、本組成物中の他の成分との相互作用、耐光性、耐熱性等の必要
とされる性能の全てを勘案して適宜選択することができる。
【００２３】
以下、前記酸性染料の具体例を挙げる。但し、本発明においてはこれらに限定されるもの
ではない。
ａｃｉｄ　ａｌｉｚａｒｉｎ　ｖｉｏｌｅｔ　Ｎ；
ａｃｉｄ　ｂｌａｃｋ　１，２，２４，４８；
ａｃｉｄ　ｂｌｕｅ　１，７，９，１５，１８，２３，２５，２７，２９，４０，４５，
６２，７０，７４，８０，８３，８６，８７，９０，９２，１０３，１１２，１１３，１
２０，１２９，１３８，１４７，１５８，１７１，１８２，１９２；
ａｃｉｄ　ｃｈｒｏｍｅ　ｖｉｏｌｅｔ　Ｋ；
ａｃｉｄ　Ｆｕｃｈｓｉｎ；
ａｃｉｄ　ｇｒｅｅｎ　１，３，５，９，１６，２５，２７，５０；
ａｃｉｄ　ｏｒａｎｇｅ　６，７，８，１０，１２，５０，５１，５２，５６，６３，７
４，９５；
【００２４】
ａｃｉｄ　ｒｅｄ　１，４，８，１４，１７，１８，２６，２７，２９，３１，３４，３
５，３７，４２，４４，５０，５１，５２，５７，６６，７３，８０，８７，８８，９１
，９２，９４，９７，１０３，１１１，１１４，１２９，１３３，１３４，１３８，１４
３，１４５，１５０，１５１，１５８，１７６，１８３，１９８，２１１，２１５，２１
６，２１７，２４９，２５２，２５７，２６０，２６６，２７４；
ａｃｉｄ　ｖｉｏｌｅｔ　６Ｂ，７，９，１７，１９；
ａｃｉｄ　ｙｅｌｌｏｗ　１，３，７，９，１１，１７，２３，２５，２９，３４，３６
，４２，５４，７２，７３，７６，７９，９８，９９；１１１，１１２，１１４，１１６
；
Ｆｏｏｄ　Ｙｅｌｌｏｗ　３；
及び、これら染料の誘導体が挙げられる。
【００２５】
これら酸性染料の中でも、ａｃｉｄ　ｂｌａｃｋ　２４；ａｃｉｄ　ｂｌｕｅ２３，２５
，２９，６２，８６，８７，９２，１３８，１５８；ａｃｉｄ　ｏｒａｎｇｅ　８，５１
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，５６，７４，６３，７４；ａｃｉｄ　ｒｅｄ　１，４，８，３４，３７，４２，５２，
５７，８０，９７，１１４，１４３，１４５，１５１，１８３，２１７；ａｃｉｄ　ｖｉ
ｏｌｅｔ　７；ａｃｉｄ　ｙｅｌｌｏｗ１７，２５，２９，３４，４２，７２，７６、９
９、１１１、１１２、１１４、１１６；及びこれら染料の誘導体が好ましい。
【００２６】
また、上記以外のアゾ系、キサンテン系、又はフタロシアニン系の酸性染料も好ましく、
例えば、Ｃ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　４４，３８、Ｃ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｏ
ｒａｎｇｅ　４５、Ｒｈｏｄａｍｉｎｅ　Ｂ、Ｒｈｏｄａｍｉｎｅ　１１０、２，７－Ｎ
ａｐｈｔｈａｌｅｎｅｄｉｓｕｌｆｏｎｉｃ　ａｃｉｄ、３－［（５－ｃｈｌｏｒｏ－２
－ｐｈｅｎｏｘｙｐｈｅｎｙｌ）ｈｙｄｒａｚｏｎｏ］－３，４－ｄｉｈｙｄｒｏ－４－
ｏｘｏ－５－［（ｐｈｅｎｙｌｓｕｌｆｏｎｙｌ）ａｍｉｎｏ］－、等の酸性染料、及び
これら染料の誘導体も好ましく用いられる。
【００２７】
次に、前記一般式（Ｉ）中のＸを構成する、上記の酸性染料の対イオンとして塩を形成す
る含窒素化合物若しくは脂肪族環状アミン化合物について説明する。
前記Ｘで表される含窒素化合物は、炭素原子、水素原子および２個以上の窒素原子を含ん
でなる鎖状若しくは分岐状構造を有し、かつ分子量が２５０以下の化合物である。また、
前記Ｘで表される脂肪族環状アミン化合物は、炭素原子、水素原子および１個以上の窒素
原子を含み、不飽和結合を有しない複素環構造を有し、かつ分子量が２５０以下である化
合物である。
【００２８】
上記の含窒素化合物及び脂肪族環状アミン化合物から少なくとも一種を選択して前記酸性
染料と塩をなす有機溶剤可溶性染料が含有されるが、この含窒素化合物又は脂肪族環状ア
ミン化合物は、有機溶剤や現像液に対する溶解性、塩形成性、染料の吸光度、染料含有硬
化性組成物中の他の成分との相互作用等の全てを勘案して適宜選択することができる。
【００２９】
吸光度の観点のみから選択する場合には、できるだけ分子量の小さいものが好ましい。中
でも、分子量が、２４５以下であるものが好ましく、２４０以下であるものがより好まし
く、２３０以下であるものが特に好ましい。また、分子量の下限としては６０以上である
ことが望ましい。
【００３０】
前記含窒素化合物若しくは脂肪族環状アミン化合物としては、例えば、酸価電位がより低
い（イオン化ポテンシャルがより小さい）化合物、３級アミン化合物、脂肪族環状アミン
化合物、アニリン系化合物、ヒドラジン系化合物等を好ましい例の一つとして挙げること
ができる。
【００３１】
前記含窒素化合物若しくは脂肪族環状アミン化合物の酸価電位は低い方が好ましい（特に
０．７５Ｖ以下（vs.Ａｇ／Ａｇ+）が好ましい）が、この酸化電位の決定は以下のように
行なうことができる。すなわち、まず電位をプラス側に大きくなるように掃け引きを開始
する（例、±０Ｖ→＋２．０Ｖ）。そして、酸化が起きた時点で酸化波が計測される。通
常、酸化および還元電位測定の結果は、横軸が電位を、縦軸が電極間に流れた電流量とし
てプロットされる。つまり、酸化波とは、電流が流れない状態を示すベースラインの上側
に振れる、ピーク（頂点）を持った波形を意味する。この波形は酸化電位の１／２波と表
現され、波形のピーク（頂点）の電位はＥｐａと表現される。このＥｐａは下記方法で測
定できる。
【００３２】
任意関数発生器、ポテンショスタット及び測定容器を連結した測定器を使用する。測定容
器中には、支持電解質として０．１Ｍの(ｎ-Ｃ4Ｈ9)4Ｎ

+ＣｌＯ4
-（ポーラロ用、半井社

製）を、測定溶媒としてのアセトニトリル（関東化学社製）に溶かして使用し、電極には
、作用電極としてＰｔ電極を、参照電極としてＡｇ／Ａｇｃｌ電極（飽和ＫＣｌ）を使用
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し、参照電極と測定容器とを繋ぐ塩橋として支持塩ＫＮＯ3（１Ｍ）を含有する寒天を充
填して使用する。この条件のもと、１×１０-4Ｍになるように試料を測定容器中で溶かし
、２５℃の条件下で５０ｍＶ／ｃｍ2から１Ｖ／ｃｍ2の掃引速度で測定することによって
行なうことができる。
【００３３】
含窒素化合物若しくは脂肪族環状アミン化合物の好ましいものの一つとして、下記一般式
（Ｘ）で表されるヒドラジン系化合物が挙げられる。
【化４】

【００３４】
前記一般式（Ｘ）において、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、及びＲ4は、それぞれ独立に、分岐していて
もよいアルキル基を表し、Ｒ1～Ｒ4の全炭素数の合計は１４以下である。また、Ｒ1、Ｒ2

、Ｒ3、及びＲ4は互いに結合して脂肪族環を形成してもよく、分岐した分岐鎖を有すると
きには該分岐鎖が結合してビシクロ環を形成していてもよい。このヒドラジン系化合物の
具体例については後に列挙する。
【００３５】
以下、前記含窒素化合物及び脂肪族環状アミン化合物の具体例を挙げる。但し、本発明に
おいてはこれらに限定されるものではない。
【００３６】
【化５】
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【００３７】
【化６】
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【００３８】
【化７】
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【００３９】
【化８】
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【００４０】
【化９】
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【００４１】
【化１０】
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【００４２】
【化１１】
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【００４３】
【化１２】
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【化１３】
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【００４５】
前記一般式（Ｉ）中のｎについて説明する。ｎは、酸性染料の分子と、対イオンとなる含
窒素化合物若しくは脂肪族環状アミン化合物とのモル比率を決定する値、すなわちＤｙｅ
に対するＸのモル比（Ｘ／Ｄｙｅ）であり、「酸性染料－含窒素化合物若しくは脂肪族環
状アミン化合物」の塩形成条件によって自由に選択することができる。
【００４６】
具体的には、ｎは酸性染料中の酸の官能基数のうち０＜ｎ≦５を満たす数値であり、有機
溶剤や現像液に対する溶解性、塩形成性、吸光度、染料含有硬化性組成物中の他の成分と
の相互作用、耐光性、耐熱性等、必要とする性能の優先順位の全てを勘案して適宜選択す
ることができる。吸光度のみの観点で選択する場合、前記ｎは０＜ｎ≦４．５を満たす数
値が好ましく、０＜ｎ≦４を満たす数値がより好ましく、０＜ｎ≦３．５を満たす数値が
特に好ましい。
【００４７】
有機溶剤可溶性染料の使用濃度について説明する。前記有機溶剤可溶性染料の染料含有硬
化性組成物の全固形成分中に占める濃度としては、染料の種類によって異なるが、０．５
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～８０質量％が好ましく、０．５～６０質量％がより好ましく、０．５～５０質量％が特
に好ましい。
【００４８】
前記一般式（Ｉ）で表される有機溶剤可溶性染料は、染料および含窒素化合物若しくは脂
肪族環状アミン化合物の溶液を蒸発乾固する方法や他の塩化合物の溶液と混合して塩交換
する方法などにより得ることができる。
【００４９】
－バインダー－
次に、バインダーについて説明する。本発明に係るバインダーは、水可溶性またはアルカ
リ可溶性であれば特に限定はないが、耐熱性、現像性、入手性等の観点から選ばれること
が好ましい。
【００５０】
前記バインダーとしては、線状有機高分子重合体で、有機溶剤に可溶で、弱アルカリ水溶
液で現像できるものが好ましい。このような線状有機高分子重合体としては、側鎖にカル
ボン酸を有するポリマー、例えば特開昭５９－４４６１５号、特公昭５４－３４３２７号
、特公昭５８－１２５７７号、特公昭５４－２５９５７号、特開昭５９－５３８３６号、
特開昭５９－７１０４８号の各公報に記載されているような、メタクリル酸共重合体、ア
クリル酸共重合体、イタコン酸共重合体、クロトン酸共重合体、マレイン酸共重合体、部
分エステル化マレイン酸共重合体等が挙げられ、また同様に側鎖にカルボン酸を有する酸
性セルロース誘導体が有用である。
【００５１】
上記のほか、水酸基を有するポリマーに酸無水物を付加させたもの等や、ポリヒドロキシ
スチレン系樹脂、ポリシロキサン系樹脂、ポリ（２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレ
ート）、ポリビニールピロリドンやポリエチレンオキサイド、ポリビニールアルコール、
等も有用である。
また、親水性を有するモノマーを共重合してもよく、この例としては、アルコキシアルキ
ル（メタ）アクリレート、ヒドロキシアルキル（メタ）アクリレート、グリセロール（メ
タ）アクリレート、（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メチロールアクリルアミド、２級又は
３級のアルキルアクリルアミド、ジアルキルアミノアルキル（メタ）アクリレート、モル
ホリン（メタ）アクリレート、Ｎ－ビニルピロリドン、Ｎ－ビニルカプロラクタム、ビニ
ルイミダゾール、ビニルトリアゾール、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）ア
クリレート、分岐又は直鎖のプロピル（メタ）アクリレート、分岐又は直鎖のブチル（メ
タ）アクリレート、フェノキシヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、等が挙げられ
る。
【００５２】
その他、前記親水性を有するモノマーとして、テトラヒドロフルフリル基、燐酸、燐酸エ
ステル、４級アンモニウム塩、エチレンオキシ鎖、プロピレンオキシ鎖、スルホン酸及び
その塩、モルホリノエチル基等を含んでなるモノマー等も有用である。
【００５３】
また、架橋効率を向上させるために、重合性基を側鎖に有してもよく、アリル基、（メタ
）アクリル基、アリルオキシアルキル基等を側鎖に含有するポリマー等も有用である。前
記重合性基を含有するポリマーの例としては、ＫＳレジスト－１０６（大阪有機化学工業
（株）製）、サイクロマーＰシリーズ（ダイセル化学工業（株）製）等が挙げられる。ま
た、硬化皮膜の強度を上げるためにアルコール可溶性ナイロンや２，２－ビス－（４－ヒ
ドロキシフェニル）－プロパンとエピクロルヒドリンのポリエーテル等も有用である。
【００５４】
これら各種バインダーの中でも、耐熱性の観点からは、ポリヒドロキシスチレン系樹脂、
ポリシロキサン系樹脂、アクリル系樹脂、アクリルアミド系樹脂、アクリル／アクリルア
ミド共重合体樹脂が好ましく、現像性制御の観点からは、アクリル系樹脂、アクリルアミ
ド系樹脂、アクリル／アクリルアミド共重合体樹脂が好ましい。
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【００５５】
前記アクリル系樹脂としては、ベンジル（メタ）アクリレート、（メタ）アクリル酸、ヒ
ドロキシエチル（メタ）アクリレート、（メタ）アクリルアミド等から選ばれるモノマー
からなる共重合体、ＫＳレジスト－１０６（大阪有機化学工業（株）製）、サイクロマー
Ｐシリーズ（ダイセル化学工業（株）製）等が好ましい。
【００５６】
また、アルカリ可溶性フェノール樹脂も有用である。これは、本発明の染料含有硬化性組
成物をポジ型に構成する場合に好適に用いることができる。該アルカリ可溶性フェノール
樹脂としては、例えば、ノボラック樹脂又はビニル重合体等が挙げられる。
【００５７】
前記ノボラック樹脂としては、例えば、フェノール類とアルデヒド類とを酸触媒の存在下
に縮合させて得られるものが挙げられる。フェノール類としては、例えば、フェノール、
クレゾール、エチルフェノール、ブチルフェノール、キシレノール、フェニルフェノール
、カテコール、レゾルシノール、ピロガロール、ナフトール、ビスフェノールＡ等が挙げ
られる。これらフェノール類は、単独であるいは二種以上を組合せて用いることができる
。アルデヒド類としては、例えば、ホルムアルデヒド、パラホルムアルデヒド、アセトア
ルデヒド、プロピオンアルデヒド、ベンズアルデヒド等が挙げられる。
【００５８】
前記ノボラック樹脂の具体例としては、メタクレゾール、パラクレゾール若しくはこれら
の混合物とホルマリンとの縮合生成物が挙げられる。これらノボラック樹脂は、分別等の
手段を用いて分子量分布を調節してもよい。また、ビスフェノールＣ若しくはビスフェノ
ールＡ等の、フェノール性水酸基を有する低分子量成分を前記ノボラック樹脂に混合して
もよい。
【００５９】
前記バインダーとしては、重量平均分子量（ＧＰＣ法で測定されたポリスチレン換算値）
が１０００～２×１０5の重合体が好ましく、２０００～１×１０5の重合体がより好まし
く、５０００～５×１０4の重合体が特に好ましい。
【００６０】
前記バインダーの染料含有硬化性組成物における含有量としては、該組成物の全固形分（
質量）に対して、１０～９０質量％が好ましく、２０～８０質量％がより好ましく、３０
～７０質量％が特に好ましい。
【００６１】
－架橋剤－
本発明においては、補足的に架橋剤を用いて更に高度に硬化させた膜を得ることも可能で
ある。以下、架橋剤について説明する。
本発明に使用可能な架橋剤としては、架橋反応により膜硬化を行えるものであれば特に限
定はなく、例えば、（ａ）エポキシ樹脂、（ｂ）メチロール基、アルコキシメチル基、及
びアシロキシメチル基から選ばれる少なくとも一つの置換基で置換された、メラミン化合
物、グアナミン化合物、グリコールウリル化合物又はウレア化合物、（ｃ）メチロール基
、アルコキシメチル基、及びアシロキシメチル基から選ばれる少なくとも一つの置換基で
置換された、フェノール化合物、ナフトール化合物又はヒドロキシアントラセン化合物、
が挙げられる。中でも、多官能エポキシ樹脂が好ましい。
【００６２】
前記（ａ）エポキシ樹脂としては、エポキシ基を有し、かつ架橋性を有するものであれば
いずれであってもよく、例えば、ビスフェノールＡジグリシジルエーテル、エチレングリ
コールジグリシジルエーテル、ブタンジオールジグリシジルエーテル、へキサンジオール
ジグリシジルエーテル、ジヒドロキシビフェニルジグリシジルエーテル、フタル酸ジグリ
シジルエステル、Ｎ，Ｎ－ジグリシジルアニリン等の２価のグリシジル基含有低分子化合
物、同様に、トリメチロールプロパントリグリシジルエーテル、トリメチロールフェノー
ルトリグリシジルエーテル、ＴｒｉｓＰ－ＰＡトリグリシジルエーテル等に代表される３
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価のグリシジル基含有低分子化合物、同様に、ペンタエリスリトールテトラグリシジルエ
ーテル、テトラメチロールビスフェノールＡテトラグリシジルエーテル等に代表される４
価のグリシジル基含有低分子化合物、同様に、ジペンタエリスリトールペンタグリシジル
エーテル、ジペンタエリスリトールヘキサグリシジルエーテル等の多価グリシジル基含有
低分子化合物、ポリグリシジル（メタ）アクリレート、２，２－ビス（ヒドロキシメチル
）－１－ブタノールの１，２－エポキシ－４－（２－オキシラニル）シクロヘキサン付加
物等に代表されるグリシジル基含有高分子化合物、等が挙げられる。
【００６３】
前記架橋剤（ｂ）に含まれるメチロール基、アルコキシメチル基、アシロキシメチル基が
置換している数としては、メラミン化合物の場合２～６、グリコールウリル化合物、グア
ナミン化合物、ウレア化合物の場合は２～４であるが、好ましくはメラミン化合物の場合
５～６、グリコールウリル化合物、グアナミン化合物、ウレア化合物の場合は３～４であ
る。
以下、前記（ｂ）のメラミン化合物、グアナミン化合物、グリコールウリル化合物及びウ
レア化合物を総じて（ｂ）に係る化合物（メチロール基含有化合物、アルコキシメチル基
含有化合物又はアシロキシメチル基含有化合物）ともいう。
【００６４】
前記（ｂ）に係るメチロール基含有化合物は、（ｂ）に係るアルコキシメチル基含有化合
物をアルコール中で塩酸、硫酸、硝酸、メタンスルホン酸等の酸触媒存在下、加熱するこ
とにより得られる。前記（ｂ）に係るアシロキシメチル基含有化合物は、（ｂ）に係るメ
チロール基含有化合物を塩基性触媒存在下、アシルクロリドと混合攪拌することにより得
られる。
【００６５】
以下、前記置換基を有する（ｂ）に係る化合物の具体例を挙げる。
前記メラミン化合物として、例えば、ヘキサメチロールメラミン、ヘキサメトキシメチル
メラミン、ヘキサメチロールメラミンのメチロール基の１～５個がメトキシメチル化した
化合物又はその混合物、ヘキサメトキシエチルメラミン、ヘキサアシロキシメチルメラミ
ン、ヘキサメチロールメラミンのメチロール基の１～５個がアシロキシメチル化した化合
物又はその混合物、などが挙げられる。
【００６６】
前記グアナミン化合物として、例えば、テトラメチロールグアナミン、テトラメトキシメ
チルグアナミン、テトラメチロールグアナミンの１～３個のメチロール基をメトキシメチ
ル化した化合物又はその混合物、テトラメトキシエチルグアナミン、テトラアシロキシメ
チルグアナミン、テトラメチロールグアナミンの１～３個のメチロール基をアシロキシメ
チル化した化合物又はその混合物などが挙げられる。
【００６７】
前記グリコールウリル化合物としては、例えば、テトラメチロールグリコールウリル、テ
トラメトキシメチルグリコールウリル、テトラメチロールグリコールウリルのメチロール
基の１～３個をメトキシメチル化した化合物又はその混合物、テトラメチロールグリコー
ルウリルのメチロール基の１～３個をアシロキシメチル化した化合物又はその混合物、な
どが挙げられる。
【００６８】
前記ウレア化合物として、例えば、テトラメチロールウレア、テトラメトキシメチルウレ
ア、テトラメチロールウレアの１～３個のメチロール基をメトキシメチル化した化合物又
はその混合物、テトラメトキシエチルウレア、などが挙げられる。
これら（ｂ）に係る化合物は、単独で使用してもよく、組合わせて使用してもよい。
【００６９】
前記（ｃ）の架橋剤、即ち、メチロール基、アルコキシメチル基、及びアシロキシメチル
基から選ばれる少なくとも一つの基で置換された、フェノール化合物、ナフトール化合物
又はヒドロキシアントラセン化合物は、前記架橋剤（ｂ）の場合と同様、熱架橋により上
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塗りフォトレジストとのインターミキシングを抑制すると共に、膜強度を更に高めるもの
である。
以下、これら化合物を総じて（ｃ）に係る化合物（メチロール基含有化合物、アルコキシ
メチル基含有化合物又はアシロキシメチル基含有化合物）ともいう。
【００７０】
前記架橋剤（ｃ）に含まれるメチロール基、アシロキシメチル基又はアルコキシメチル基
の数としては、一分子当り最低２個必要であり、熱架橋性及び保存安定性の観点から、骨
格となるフェノール化合物の２位，４位が全て置換されている化合物が好ましい。また、
骨格となるナフトール化合物、ヒドロキシアントラセン化合物も、ＯＨ基のオルト位、パ
ラ位が全て置換されている化合物が好ましい。前記フェノール化合物の３位又は５位は、
未置換であっても置換基を有していてもよい。
前記ナフトール化合物においても、ＯＨ基のオルト位以外は、未置換であっても置換基を
有していてもよい。
【００７１】
前記（ｃ）に係るメチロール基含有化合物は、フェノール性ＯＨ基のオルト位又はパラ位
（２位又は４位）が水素原子である化合物を原料に用い、これを水酸化ナトリウム、水酸
化カリウム、アンモニア、テトラアルキルアンモニウムヒドロキシド等の、塩基性触媒の
存在下でホルマリンと反応させることにより得られる。
前記（ｃ）に係るアルコキシメチル基含有化合物は、（ｃ）に係るメチロール基含有化合
物をアルコール中で塩酸、硫酸、硝酸、メタンスルホン酸等の酸触媒の存在下で加熱する
ことにより得られる。
前記（ｃ）に係るアシロキシメチル基含有化合物は、（ｃ）に係るメチロール基含有化合
物を塩基性触媒の存在下アシルクロリドと反応させることにより得られる。
【００７２】
架橋剤（ｃ）における骨格化合物としては、フェノール性ＯＨ基のオルト位又はパラ位が
未置換の、フェノール化合物、ナフトール、ヒドロキシアントラセン化合物等が挙げられ
、例えば、フェノール、クレゾールの各異性体、２，３－キシレノ－ル、２，５－キシレ
ノ－ル、３，４－キシレノール、３，５－キシレノール、ビスフェノールＡなどのビスフ
ェノール類、４，４’－ビスヒドロキシビフェニル、ＴｒｉｓＰ－ＰＡ（本州化学工業（
株）製）、ナフトール、ジヒドロキシナフタレン、２，７－ジヒドロキシアントラセン、
等が使用される。
【００７３】
前記架橋剤（ｃ）の具体例としては、フェノール化合物又はナフトール化合物として、例
えば、トリメチロールフェノール、トリ（メトキシメチル）フェノール、トリメチロール
フェノールの１～２個のメチロール基をメトキシメチル化した化合物、トリメチロール－
３－クレゾール、トリ（メトキシメチル）－３－クレゾール、トリメチロール－３－クレ
ゾールの１～２個のメチロール基をメトキシメチル化した化合物、２，６－ジメチロール
－４－クレゾール等のジメチロールクレゾール、テトラメチロールビスフェノールＡ、テ
トラメトキシメチルビスフェノールＡ、テトラメチロールビスフェノールＡの１～３個の
メチロール基をメトキシメチル化した化合物、テトラメチロール－４，４’－ビスヒドロ
キシビフェニル、テトラメトキシメチル－４，４’－ビスヒドロキシビフェニル、Ｔｒｉ
ｓＰ－ＰＡのヘキサメチロール体、ＴｒｉｓＰ－ＰＡのヘキサメトキシメチル体、Ｔｒｉ
ｓＰ－ＰＡのヘキサメチロール体の１～５個のメチロール基をメトキシメチル化した化合
物、ビスヒドロキシメチルナフタレンジオール、等が挙げられる。
【００７４】
また、ヒドロキシアントラセン化合物として、例えば、１，６－ジヒドロキシメチル－２
，７－ジヒドロキシアントラセン等が挙げられる。
更に、アシロキシメチル基含有化合物として、例えば、上記メチロール基含有化合物のメ
チロール基を、一部又は全部アシロキシメチル化した化合物等が挙げられる。
【００７５】
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これらの化合物の中で好ましいものとしては、トリメチロールフェノール、ビスヒドロキ
シメチル－ｐ－クレゾール、テトラメチロールビスフェノールＡ、ＴｒｉｓＰ－ＰＡ（本
州化学工業（株）製）のヘキサメチロール体又はそれらのメチロール基がアルコキシメチ
ル基及びメチロール基とアルコキシメチル基の両方で置換されたフェノール化合物が挙げ
られる。
これら（ｃ）に係る化合物は、単独で使用してもよく、組合わせて使用してもよい。
【００７６】
本発明においては、前記架橋剤を必ずしも含有する必要はない。含有する場合、架橋剤（
ａ）～（ｃ）の染料含有硬化性組成物における総含有量としては、素材により異なるが、
該硬化性組成物の固形分（質量）に対して、１～７０質量％が好ましく、５～５０質量％
がより好ましく、７～３０質量％が特に好ましい。
【００７７】
－モノマー若しくはオリゴマー－
次に、少なくとも１つのエチレン性不飽和基を有するモノマー若しくはオリゴマーについ
て説明する。
少なくとも１つのエチレン性不飽和基を有するモノマー若しくはオリゴマーとしては、少
なくとも１つの付加重合可能なエチレン性二重結合を有する、常圧下で１００℃以上の沸
点を持つ化合物が好ましい。後述の光重合開始剤等と共に含有することにより、本発明の
染料含有硬化性組成物をネガ型に構成することができ、また、硬化性を更に向上させる観
点から、ポジ型の染料含有硬化性組成物に含有してもよい。
【００７８】
その例としては、ポリエチレングリコールモノ（メタ）アクリレート、ポリプロピレング
リコールモノ（メタ）アクリレート、フェノキシエチル（メタ）アクリレート、等の単官
能のアクリレートやメタアクリレート；ポリエチレングリコールジ（メタ）アクリレート
、トリメチロールエタントリ（メタ）アクリレート、ネオペンチルグリコールジ（メタ）
アクリレート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトール
テトラ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールペンタ（メタ）アクリレート、ジ
ペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、ヘキサンジオール（メタ）アクリレ
ート、
【００７９】
トリメチロールプロパントリ（アクリロイルオキシプロピル）エーテル、トリ（アクリロ
イロキシエチル）イソシアヌレート、グリセリンやトリメチロールエタン等の多官能アル
コールにエチレンオキサイドやプロピレンオキサイドを付加させた後（メタ）アクリレー
ト化したもの、特公昭４８－４１７０８号、特公昭５０－６０３４号、特開昭５１－３７
１９３号の各公報に記載されているようなウレタンアクリレート類、特開昭４８－６４１
８３号、特公昭４９－４３１９１号、特公昭５２－３０４９０号各公報に記載されている
ポリエステルアクリレート類、エポキシ樹脂と（メタ）アクリル酸の反応生成物であるエ
ポキシアクリレート類等の多官能のアクリレートやメタアクリレート及びこれらの混合物
を挙げることができる。更に、日本接着協会誌Ｖol．２０、Ｎo.７、３００～３０８頁に
光硬化性モノマー及びオリゴマーとして紹介されているものが挙げられる。
【００８０】
前記モノマー若しくはオリゴマーの染料含有硬化性組成物における含有量としては、該組
成物の固形分（質量）に対して、０．１～９０質量％が好ましく、１．０～８０質量％が
より好ましく、２．０～７０質量％が特に好ましい。
【００８１】
－光重合開始剤等－
次に、光重合開始剤について説明する。光重合開始剤は、本発明の染料含有硬化性組成物
をネガ型に構成する場合に、前記モノマー等と共に含有し、また、ポジ型に構成する場合
に必要に応じて含有される。光重合開始剤としては、前記モノマー若しくはオリゴマーを
重合させ得るものであれば、特に限定されないが、特性、開始効率、吸収波長、入手性、
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コスト等の観点で選ばれるのが好ましい。
【００８２】
前記光重合開始剤としては、例えば、ハロメチルオキサジアゾール化合物及びハロメチル
－ｓ－トリアジン化合物から選択される少なくとも一つの活性ハロゲン化合物、３－アリ
ール置換クマリン化合物、ロフィン２量体、ベンゾフェノン化合物、アセトフェノン化合
物及びその誘導体、シクロペンタジエン－ベンゼン－鉄錯体及びその塩、オキシム系化合
物、等が挙げられる。
【００８３】
ハロメチルオキサジアゾール化合物である活性ハロゲン化合物としては、特公昭５７－６
０９６号公報に記載の２－ハロメチル－５－ビニル－１，３，４－オキサジアゾール化合
物等や、２－トリクロロメチル－５－スチリル－１，３，４－オキサジアゾール、２－ト
リクロロメチル－５－（ｐ－シアノスチリル）－１，３，４－オキサジアゾール、２－ト
リクロロメチル－５－（ｐ－メトキシスチリル）－１，３，４－オキサジアゾール、等が
挙げられる。
【００８４】
ハロメチル－ｓ－トリアジン系化合物である活性ハロゲン化合物としては、特公昭５９－
１２８１号公報に記載のビニル－ハロメチル－ｓ－トリアジン化合物、特開昭５３－１３
３４２８号公報に記載の２－（ナフト－１－イル）－４，６－ビス－ハロメチル－ｓ－ト
リアジン化合物及び４－（ｐ－アミノフェニル）－２，６－ジ－ハロメチル－ｓ－トリア
ジン化合物、等が挙げられる。
【００８５】
具体的には、２，４－ビス（トリクロロメチル）－６－ｐ－メトキシスチリル－ｓ－トリ
アジン、２，６－ビス（トリクロロメチル）－４－（３，４－メチレンジオキシフェニル
）－１，３，５－トリアジン、２，６－ビス（トリクロロメチル）－４－（４－メトキシ
フェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４－ビス（トリクロロメチル）－６－（１－
ｐ－ジメチルアミノフェニル－１，３－ブタジエニル）－ｓ－トリアジン、２－トリクロ
ロメチル－４－アミノ－６－ｐ－メトキシスチリル－ｓ－トリアジン、２－（ナフト－１
－イル）－４，６－ビス－トリクロロメチル－ｓ－トリアジン、２－（４－メトキシ－ナ
フト－１－イル）－４，６－ビス－トリクロロメチル－ｓ－トリアジン、２－（４－エト
キシ－ナフト－１－イル）－４，６－ビス－トリクロロメチル－ｓ－トリアジン、２－（
４－ブトキシ－ナフト－１－イル）－４，６－ビス－トリクロロメチル－ｓ－トリアジン
、２－〔４－（２－メトキシエチル）－ナフト－１－イル〕－４，６－ビス－トリクロロ
メチル－ｓ－トリアジン、
【００８６】
２－〔４－（２－エトキシエチル）－ナフト－１－イル〕－４，６－ビス－トリクロロメ
チル－ｓ－トリアジン、２－〔４－（２－ブトキシエチル）－ナフト－１－イル〕－４，
６－ビス－トリクロロメチル－ｓ－トリアジン、２－（２－メトキシ－ナフト－１－イル
）－４，６－ビス－トリクロロメチル－ｓ－トリアジン、２－（６－メトキシ－５－メチ
ル－ナフト－２－イル）－４，６－ビス－トリクロロメチル－ｓ－トリアジン、２－（６
－メトキシ－ナフト－２－イル）－４，６－ビス－トリクロロメチル－ｓ－トリアジン、
２－（５－メトキシ－ナフト－１－イル）－４，６－ビス－トリクロロメチル－ｓ－トリ
アジン、２－（４，７－ジメトキシ－ナフト－１－イル）－４，６－ビス－トリクロロメ
チル－ｓ－トリアジン、２－（６－エトキシ－ナフト－２－イル）－４，６－ビス－トリ
クロロメチル－ｓ－トリアジン、２－（４，５－ジメトキシ－ナフト－１－イル）－４，
６－ビス－トリクロロメチル－ｓ－トリアジン、
【００８７】
４－〔ｐ－Ｎ，Ｎ－ジ（エトキシカルボニルメチル）アミノフェニル〕－２，６－ジ（ト
リクロロメチル）－ｓ－トリアジン、４－〔ｏ－メチル－ｐ－Ｎ，Ｎ－ジ（エトキシカル
ボニルメチル）アミノフェニル〕－２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、
４－〔ｐ－Ｎ，Ｎ－ジ（クロロエチル）アミノフェニル〕－２，６－ジ（トリクロロメチ
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ル）－ｓ－トリアジン、４－〔ｏ－メチル－ｐ－Ｎ，Ｎ－ジ（クロロエチル）アミノフェ
ニル〕－２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、４－（ｐ－Ｎ－クロロエチ
ルアミノフェニル）－２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、４－（ｐ－Ｎ
－エトキシカルボニルメチルアミノフェニル）－２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－
トリアジン、４－〔ｐ－Ｎ，Ｎ－ジ（フェニル）アミノフェニル〕－２，６－ジ（トリク
ロロメチル）－ｓ－トリアジン、４－（ｐ－Ｎ－クロロエチルカルボニルアミノフェニル
）－２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、
【００８８】
４－〔ｐ－Ｎ－（ｐ－メトキシフェニル）カルボニルアミノフェニル〕－２，６－ジ（ト
リクロロメチル）－ｓ－トリアジン、４－〔ｍ－Ｎ，Ｎ－ジ（エトキシカルボニルメチル
）アミノフェニル〕－２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、４－〔ｍ－ブ
ロモ－ｐ－Ｎ，Ｎ－ジ（エトキシカルボニルメチル）アミノフェニル〕－２，６－ジ（ト
リクロロメチル）－ｓ－トリアジン、４－〔ｍ－クロロ－ｐ－Ｎ，Ｎ－ジ（エトキシカル
ボニルメチル）アミノフェニル〕－２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、
４－〔ｍ－フロロ－ｐ－Ｎ，Ｎ－ジ（エトキシカルボニルメチル）アミノフェニル〕－２
，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、４－〔ｏ－ブロモ－ｐ－Ｎ，Ｎ－ジ（
エトキシカルボニルメチル）アミノフェニル〕－２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－
トリアジン、４－〔ｏ－クロロ－ｐ－Ｎ，Ｎ－ジ（エトキシカルボニルメチル）アミノフ
ェニル〕－２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、
【００８９】
４－〔ｏ－フロロ－ｐ－Ｎ，Ｎ－ジ（エトキシカルボニルメチル）アミノフェニル〕－２
，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、４－〔ｏ－ブロモ－ｐ－Ｎ，Ｎ－ジ（
クロロエチル）アミノフェニル〕－２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、
４－〔ｏ－クロロ－ｐ－Ｎ，Ｎ－ジ（クロロエチル）アミノフェニル〕－２，６－ジ（ト
リクロロメチル）－ｓ－トリアジン、４－〔ｏ－フロロ－ｐ－Ｎ，Ｎ－ジ（クロロエチル
）アミノフェニル〕－２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、４－〔ｍ－ブ
ロモ－ｐ－Ｎ，Ｎ－ジ（クロロエチル）アミノフェニル〕－２，６－ジ（トリクロロメチ
ル）－ｓ－トリアジン、４－〔ｍ－クロロ－ｐ－Ｎ，Ｎ－ジ（クロロエチル）アミノフェ
ニル〕－２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、
【００９０】
４－〔ｍ－フロロ－ｐ－Ｎ，Ｎ－ジ（クロロエチル）アミノフェニル〕－２，６－ジ（ト
リクロロメチル）－ｓ－トリアジン、４－（ｍ－ブロモ－ｐ－Ｎ－エトキシカルボニルメ
チルアミノフェニル）－２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、４－（ｍ－
クロロ－ｐ－Ｎ－エトキシカルボニルメチルアミノフェニル）－２，６－ジ（トリクロロ
メチル）－ｓ－トリアジン、４－（ｍ－フロロ－ｐ－Ｎ－エトキシカルボニルメチルアミ
ノフェニル）－２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、４－（ｏ－ブロモ－
ｐ－Ｎ－エトキシカルボニルメチルアミノフェニル）－２，６－ジ（トリクロロメチル）
－ｓ－トリアジン、４－（ｏ－クロロ－ｐ－Ｎ－エトキシカルボニルメチルアミノフェニ
ル）－２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、
【００９１】
４－（ｏ－フロロ－ｐ－Ｎ－エトキシカルボニルメチルアミノフェニル）－２，６－ジ（
トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、４－（ｍ－ブロモ－ｐ－Ｎ－クロロエチルアミノ
フェニル）－２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、４－（ｍ－クロロ－ｐ
－Ｎ－クロロエチルアミノフェニル）－２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジ
ン、４－（ｍ－フロロ－ｐ－Ｎ－クロロエチルアミノフェニル）－２，６－ジ（トリクロ
ロメチル）－ｓ－トリアジン、４－（ｏ－ブロモ－ｐ－Ｎ－クロロエチルアミノフェニル
）－２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、４－（ｏ－クロロ－ｐ－Ｎ－ク
ロロエチルアミノフェニル）－２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、４－
（ｏ－フロロ－ｐ－Ｎ－クロロエチルアミノフェニル）－２，６－ジ（トリクロロメチル
）－ｓ－トリアジン等が挙げられる。
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【００９２】
その他、みどり化学社製のＴＡＺシリーズ（例えば、ＴＡＺ－１０７、ＴＡＺ－１１０、
ＴＡＺ－１０４、ＴＡＺ－１０９、ＴＡＺ－１４０、ＴＡＺ－２０４、ＴＡＺ－１１３、
ＴＡＺ－１２３）、ＰＡＮＣＨＩＭ社製のＴシリーズ（例えば、Ｔ－ＯＭＳ、Ｔ－ＢＭＰ
、Ｔ－Ｒ、Ｔ－Ｂ）、チバガイギー社製のイルガキュアシリーズ（例えば、イルガキュア
６５１、イルガキュア１８４、イルガキュア５００、イルガキュア１０００、イルガキュ
ア１４９、イルガキュア８１９、イルガキュア２６１）、ダロキュアシリーズ（例えばダ
ロキュア１１７３）、４，４′－ビス（ジエチルアミノ）－ベンゾフェノン、２－（Ｏ－
ベンゾイルオキシム）－１－[４－（フェニルチオ）フェニル]－１，２－オクタンジオン
、２－ベンジル－２－ジメチルアミノ－４－モルホリノブチロフェノン、２，２－ジメト
キシ－２－フェニルアセトフェノン、
【００９３】
２－（ｏ－クロルフェニル）－４，５－ジフェニルイミダゾリル二量体、２－（ｏ－フル
オロフェニル）－４，５－ジフェニルイミダゾリル二量体、２－（ｏ－メトキシフェニル
）－４，５－ジフェニルイミダゾリル二量体、２－（ｐ－メトキシフェニル）－４，５－
ジフェニルイミダゾリル二量体、２－（ｐ－ジメトキシフェニル）－４，５－ジフェニル
イミダゾリル二量体、２－（２，４－ジメトキシフェニル）－４，５－ジフェニルイミダ
ゾリル二量体、２－（ｐ－メチルメルカプトフェニル）－４，５－ジフェニルイミダゾリ
ル二量体、ベンゾインイソプロピルエーテル、等も有用に用いられる。
【００９４】
これら光重合開始剤には、増感剤や光安定剤を併用することができる。
その具体例として、ベンゾイン、ベンゾインメチルエーテル、ベンゾイン、９－フルオレ
ノン、２－クロロ－９－フルオレノン、２－メチル－９－フルオレノン、９－アントロン
、２－ブロモ－９－アントロン、２－エチル－９－アントロン、９，１０－アントラキノ
ン、２－エチル－９，１０－アントラキノン、２－ｔ－ブチル－９，１０－アントラキノ
ン、２，６－ジクロロ－９，１０－アントラキノン、キサントン、２－メチルキサントン
、２－メトキシキサントン、２－メトキシキサントン、チオキサントン、２，４－ジエチ
ルチオキサントン、アクリドン、１０－ブチル－２－クロロアクリドン、ベンジル、ジベ
ンジルアセトン、ｐ－（ジメチルアミノ）フェニルスチリルケトン、ｐ－（ジメチルアミ
ノ）フェニル－ｐ－メチルスチリルケトン、ベンゾフェノン、ｐ－（ジメチルアミノ）ベ
ンゾフェノン（又はミヒラーケトン）、ｐ－（ジエチルアミノ）ベンゾフェノン、ベンゾ
アントロン等や特公昭５１－４８５１６号公報記載のベンゾチアゾール系化合物等や、チ
ヌビン１１３０、同４００等が挙げられる。
【００９５】
本発明の染料含有硬化性組成物には、上述の光重合開始剤のほかに他の公知の開始剤を使
用することができる。
具体的には、米国特許第２，３６７，６６０号明細書に開示されているビシナールポリケ
トルアルドニル化合物、米国特許第２，３６７，６６１号及び第２，３６７，６７０号明
細書に開示されているα－カルボニル化合物、米国特許第２，４４８，８２８号明細書に
開示されているアシロインエーテル、米国特許第２，７２２，５１２号明細書に開示され
ているα－炭化水素で置換された芳香族アシロイン化合物、米国特許第３，０４６，１２
７号及び第２，９５１，７５８号明細書に開示されている多核キノン化合物、米国特許第
３，５４９，３６７号明細書に開示されているトリアリルイミダゾールダイマー／ｐ－ア
ミノフェニルケトンの組合せ、特公昭５１－４８５１６号公報に開示されているベンゾチ
アゾール系化合物／トリハロメチール－ｓ－トリアジン系化合物、等を挙げることができ
る。
【００９６】
光重合開始剤（及び公知の開始剤）の総使用量としては、前記モノマー若しくはオリゴマ
ーの固形分（質量）に対して、０．０１質量％～５０質量％が好ましく、１質量％～３０
質量％がより好ましく、１質量％～２０質量％が特に好ましい。該使用量が、０．０１質
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量％より少ないと重合が進み難くなることがあり、５０質量％を超えると、重合率は大き
くなるが分子量が低くなり膜強度が弱くなることがある。
【００９７】
－熱重合防止剤－
本発明の染料含有硬化性組成物には、以上のほか、更に熱重合防止剤を加えておくことが
好ましい。例えば、ハイドロキノン、ｐ－メトキシフェノール、ジ－ｔ－ブチル－ｐ－ク
レゾール、ピロガロール、ｔ－ブチルカテコール、ベンゾキノン、４，４′－チオビス（
３－メチル－６－ｔ－ブチルフェノール）、２，２′－メチレンビス（４－メチル－６－
ｔ－ブチルフェノール）、２－メルカプトベンゾイミダゾール等が有用である。
【００９８】
－ナフトキノンジアジド化合物－
本発明の染料含有硬化性組成物をポジ型に構成する場合、ナフトキノンジアジド化合物を
含有することができる。ナフトキノンジアジド化合物としては、例えば、ｏ－ナフトキノ
ンジアジド－５－スルホン酸エステル、ｏ－ナフトキノンジアジド－５－スルホン酸アミ
ド、ｏ－ナフトキノンジアジド－４－スルホン酸エステル、ｏ－ナフトキノンジアジド－
４－スルホン酸アミド、等が挙げられる。これらのエステル又はアミドは、例えば、特開
平２－８４６５０号公報及び特開平３－４９４３７号公報に一般式（Ｉ）として記載され
ているフェノール化合物等を用いて公知の方法により製造することができる。
【００９９】
上記のバインダー及び架橋剤は、通常、溶剤中に該溶剤質量に対してそれぞれ２～５０質
量％及び２～３０質量％程度の割合で溶解させる。また、上記のナフトキノンジアジド化
合物及び有機溶剤可溶性染料は、通常、前記バインダー及び架橋剤を含む溶液に対して、
それぞれ２～３０質量％及び２～５０質量％程度の割合で添加する。また更に、カラーフ
ィルター用レジスト組成物には、例えば均一な塗布性を付与するための平滑剤等の当該技
術分野で慣用されている各種の添加剤を加えることもできる。
【０１００】
－溶剤－
本発明の染料含有硬化性組成物を調製する際には一般に溶剤が用いられる。溶剤は、各成
分の溶解性や染料含有硬化性組成物の塗布性を満足すれば基本的に特に限定されないが、
特に染料、バインダーの溶解性、塗布性、安全性を考慮して選ばれることが好ましい。
【０１０１】
前記溶剤としては、エステル類、例えば、酢酸エチル、酢酸－ｎ－ブチル、酢酸イソブチ
ル、ギ酸アミル、酢酸イソアミル、酢酸イソブチル、プロピオン酸ブチル、酪酸イソプロ
ピル、酪酸エチル、酪酸ブチル、アルキルエステル類、乳酸メチル、乳酸エチル、オキシ
酢酸メチル、オキシ酢酸エチル、オキシ酢酸ブチル、メトキシ酢酸メチル、メトキシ酢酸
エチル、メトキシ酢酸ブチル、エトキシ酢酸メチル、エトキシ酢酸エチル、等；
【０１０２】
３－オキシプロピオン酸メチル、３－オキシプロピオン酸エチル等の３－オキシプロピオ
ン酸アルキルエステル類、例えば、３－メトキシプロピオン酸メチル、３－メトキシプロ
ピオン酸エチル、３－エトキシプロピオン酸メチル、３－エトキシプロピオン酸エチル、
等；２－オキシプロピオン酸メチル、２－オキシプロピオン酸エチル、２－オキシプロピ
オン酸プロピル等の２－オキシプロピオン酸アルキルエステル類、例えば、２－メトキシ
プロピオン酸メチル、２－メトキシプロピオン酸エチル、２－メトキシプロピオン酸プロ
ピル、２－エトキシプロピオン酸メチル、２－エトキシプロピオン酸エチル、２－オキシ
－２－メチルプロピオン酸メチル、２－オキシ－２－メチルプロピオン酸エチル、２－メ
トキシ－２－メチルプロピオン酸メチル、２－エトキシ－２－メチルプロピオン酸エチル
、等；ピルビン酸メチル、ピルビン酸エチル、ピルビン酸プロピル、アセト酢酸メチル、
アセト酢酸エチル、２－オキソブタン酸メチル、２－オキソブタン酸エチル、等；
【０１０３】
エーテル類、例えば、ジエチレングリコールジメチルエーテル、テトラヒドロフラン、エ
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チレングリコールモノメチルエーテル、エチレングリコールモノエチルエーテル、メチル
セロソルブアセテート、エチルセロソルブアセテート、ジエチレングリコールモノメチル
エーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、ジエチレングリコールモノブチル
エーテル、プロピレングリコールメチルエーテル、プロピレングリコールメチルエーテル
アセテート、プロピレングリコールエチルエーテルアセテート、プロピレングリコールプ
ロピルエーテルアセテート、等；
【０１０４】
ケトン類、例えば、メチルエチルケトン、シクロヘキサノン、２－ヘプタノン、３－ヘプ
タノン、等；芳香族炭化水素類、例えば、トルエン、キシレン、等が好ましい。
【０１０５】
これらのうち、３－エトキシプロピオン酸メチル、３－エトキシプロピオン酸エチル、エ
チルセロソルブアセテート、乳酸エチル、ジエチレングリコールジメテルエーテル、酢酸
ブチル、３－メトキシプロピオン酸メチル、２－ヘプタノン、シクロヘキサノン、エチル
カルビトールアセテート、ブチルカルビトールアセテート、プロピレングリコールメチル
エーテル、プロピレングリコールメチルエーテルアセテート等がより好ましい。
【０１０６】
－各種添加物－
本発明の染料含有硬化性組成物には、必要に応じて、各種添加物、例えば充填剤、上記以
外の高分子化合物、界面活性剤、密着促進剤、酸化防止剤、紫外線吸収剤、凝集防止剤等
を配合することかできる。
【０１０７】
前記各種添加物の具体例としては、ガラス、アルミナ等の充填剤；ポリビニルアルコール
、ポリアクリル酸、ポリエチレングリコールモノアルキルエーテル、ポリフロロアルキル
アクリレート等の結着樹脂以外の高分子化合物；ノニオン系、カチオン系、アニオン系等
の界面活性剤；ビニルトリメトキシシラン、ビニルトリエトキシシラン、ビニルトリス（
２－メトキシエトキシ）シラン、Ｎ－（２－アミノエチル）－３－アミノプロピルメチル
ジメトキシシラン、Ｎ－（２－アミノエチル）－３－アミノプロピルトリメトキシシラン
、３－アミノプロピルトリエトキシシラン、３－グリシドキシプロピルトリメトキシシラ
ン、３－グリシドキシプロピルメチルジメトキシシラン、２－（３，４－エポキシシクロ
ヘキシル）エチルトリメトキシシラン、３－クロロプロピルメチルジメトキシシラン、３
－クロロプロピルトリメトキシシラン、３－メタクリロキシプロピルトリメトキシシラン
、３－メルカプトプロピルトリメトキシシラン等の密着促進剤；２，２－チオビス（４－
メチル－６－ｔ－ブチルフェノール）、２，６－ジ－ｔ－ブチルフェノール等の酸化防止
剤；２－（３－ｔ－ブチル－５－メチル－２－ヒドロキシフェニル）－５－クロロベンゾ
トリアゾール、アルコキシベンゾフェノン等の紫外線吸収剤；及びポリアクリル酸ナトリ
ウム等の凝集防止剤を挙げることができる。
【０１０８】
また、非画像部のアルカリ溶解性を促進し、本発明の染料含有硬化性組成物の現像性の更
なる向上を図る場合には、該組成物に有機カルボン酸、好ましくは分子量１０００以下の
低分子量有機カルボン酸の添加を行うことができる。
具体的には、例えば、ギ酸、酢酸、プロピオン酸、酪酸、吉草酸、ピバル酸、カプロン酸
、ジエチル酢酸、エナント酸、カプリル酸等の脂肪族モノカルボン酸；シュウ酸、マロン
酸、コハク酸、グルタル酸、アジピン酸、ピメリン酸、スベリン酸、アゼライン酸、セバ
シン酸、ブラシル酸、メチルマロン酸、エチルマロン酸、ジメチルマロン酸、メチルコハ
ク酸、テトラメチルコハク酸、シトラコン酸等の脂肪族ジカルボン酸；トリカルバリル酸
、アコニット酸、カンホロン酸等の脂肪族トリカルボン酸；安息香酸、トルイル酸、クミ
ン酸、ヘメリト酸、メシチレン酸等の芳香族モノカルボン酸；フタル酸、イソフタル酸、
テレフタル酸、トリメリト酸、トリメシン酸、メロファン酸、ピロメリト酸等の芳香族ポ
リカルボン酸；フェニル酢酸、ヒドロアトロパ酸、ヒドロケイ皮酸、マンデル酸、フェニ
ルコハク酸、アトロパ酸、ケイ皮酸、ケイ皮酸メチル、ケイ皮酸ベンジル、シンナミリデ
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ン酢酸、クマル酸、ウンベル酸等のその他のカルボン酸が挙げられる。
【０１０９】
本発明の染料含有硬化性組成物は、液晶表示装置（ＬＣＤ）や固体撮像素子（例えばＣＣ
Ｄ、ＣＭＯＳなど）等に用いられるカラーフィルタ、エレクトロルミネッセンス用カラー
フィルタなどの着色画素形成用として、また、印刷用インキ、インクジェット用インキ、
及び塗料などの作製用途として、好適に用いることができる。
【０１１０】
《カラーフィルタ及びその製造方法》
次に、本発明のカラーフィルタについて、その製造方法を通じて詳述する。
本発明のカラーフィルタの製造方法においては、既述の本発明の染料含有硬化性組成物が
用いられる。
本発明の染料含有硬化性組成物がネガ型に構成されている場合、ネガ型染料含有硬化性組
成物を支持体上に回転塗布、流延塗布、ロール塗布等の塗布方法により塗布して感放射線
性組成物層を形成し、該層を所定のマスクパターンを介して露光し、現像液で現像するこ
とによって、ネガ型の着色パターンを形成する（画像形成工程）。また、必要により、形
成された着色パターンを加熱及び／又は露光により硬化する硬化工程を含んでいてもよい
。
【０１１１】
本発明の染料含有硬化性組成物がポジ型に構成されている場合、ポジ型染料含有硬化性組
成物を支持体上に回転塗布、流延塗布、ロール塗布等の塗布方法により塗布して感放射線
性組成物層を形成し、該層を所定のマスクパターンを介して露光し、現像液で現像するこ
とによって、ポジ型の着色パターンを形成した後（画像形成工程）、形成された着色パタ
ーンを加熱して硬化する（ポストベーク）。
【０１１２】
カラーフィルタの作製においては、ネガ型の場合は、前記画像形成工程（及び必要により
硬化工程）を所望の色相数だけ繰り返すことにより、ポジ型の場合は、前記画像形成工程
及びポストベークを所望の色相数だけ繰り返すことにより、所望の色相よりなるカラーフ
ィルタを作製することができる。
この際に使用される光若しくは放射線としては、特にｇ線、ｈ線、ｉ線等の紫外線が好ま
しく用いられる。
【０１１３】
前記支持体としては、例えば、液晶表示素子等に用いられるソーダガラス、パイレックス
（Ｒ）ガラス、石英ガラス及びこれらに透明導電膜を付着させたものや、撮像素子等に用
いられる光電変換素子基板、例えばシリコン基板等や、相補性金属酸化膜半導体（ＣＭＯ
Ｓ）等が挙げられる。これらの支持体は、各画素を隔離するブラックストライプが形成さ
れている場合もある。
また、これらの支持体上には、必要により、上部の層との密着改良、物質の拡散防止ある
いは基板表面の平坦化のために下塗り層を設けてもよい。
【０１１４】
前記現像液としては、本発明の染料含有硬化性組成物の未硬化部を溶解する一方、硬化部
は溶解しない組成よりなるものであればいかなるものも用いることができる。具体的には
、種々の有機溶剤の組合わせやアルカリ性の水溶液を用いることができる。前記有機溶剤
としては、本発明の染料含有硬化性組成物を調製する際に使用される前述の溶剤が挙げら
れる。
【０１１５】
前記アルカリ性の水溶液としては、例えば、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、炭酸ナ
トリウム，硅酸ナトリウム、メタ硅酸ナトリウム、アンモニア水、エチルアミン、ジエチ
ルアミン、ジメチルエタノールアミン、テトラメチルアンモニウムヒドロキシド、テトラ
エチルアンモニウムヒドロキシド、コリン、ピロール、ピペリジン、１，８－ジアザビシ
クロ－〔５．４．０〕－７－ウンデセン等のアルカリ性化合物を、濃度が０．００１～１
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０質量％、好ましくは０．０１～１質量％となるように溶解してなるアルカリ性水溶液が
好適である。尚、このようなアルカリ性水溶液からなる現像液を使用した場合は、一般に
、現像後水で洗浄する。
【０１１６】
本発明のカラーフィルタは、特に１００万画素を超えるような高解像度のＣＣＤ素子やＣ
ＭＯＳ等に好適である。本発明のカラーフィルタは、例えば、ＣＣＤを構成する各画素の
受光部と集光するためのマイクロレンズとの間に配置されるカラーフィルタとして用いる
ことができる。
【０１１７】
【実施例】
以下、本発明を実施例により更に具体的に説明するが、本発明はその主旨を越えない限り
、以下の実施例に限定されるものではない。尚、特に断りのない限り、「部」は質量基準
である。
【０１１８】
１）レジスト溶液の調製
・プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート　…１９．２０部
（ＰＧＭＥＡ）
・エチルラクテート　　　　　　　　　　　　　　　　　…３６．６７部
・バインダー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…３０．５１部
〔メタクリル酸ベンジル／メタクリル酸／メタクリル酸－２－ヒドロキシエチル共重合体
（モル比＝６０：２０：２０）の４１％ＰＧＭＥＡ溶液〕
・ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート　　　　　…１２．２０部
・重合禁止剤（ｐ－メトキシフェノール）　　　　　　　…　０．００６１部
・フッ素系界面活性剤　　　　　　　　　　　　　　　　…　０．８３部
（Ｆ－４７５、大日本インキ化学工業（株）製）
・光重合開始剤（ＴＡＺ－１０７、みどり化学社製）　　…　０．５８６部
を混合して溶解し、レジスト溶液を調製した。
【０１１９】
２）下塗り層付ガラス基板の作成
ガラス基板（コーニング１７３７）を１％ＮａＯＨ水で超音波洗浄した後、水洗、脱水ベ
ーク（２００℃／３０分）を行なった。次いで、前記１）で得たレジスト溶液を、洗浄後
のガラス基板上に膜厚２μｍになるようにスピンコーターを用いて塗布し、２２０℃で１
時間加熱乾燥し、硬化膜（下塗り層）を形成した。
【０１２０】
３）染料レジスト溶液の調製
前記１）で得られたレジスト溶液９．４部と、ａｃｉｄ　ｙｅｌｌｏｗ　４２のテトラメ
チルエチレンジアミン塩〔一般式（Ｉ）で表される化合物、含窒素化合物若しくは脂肪族
環状アミン化合物(Ｘ)／酸性染料(Ｄｙｅ)＝１．５０（モル比）〕０．６部とを混合し溶
解して、染料レジスト溶液（本発明の染料含有硬化性組成物の溶液）を得た。
【０１２１】
４）染料含有硬化性組成物の露光・現像（画像形成工程）
前記３）で得られた染料レジスト溶液を、前記２）で得られた下塗り層付ガラス基板の下
塗り層の上に膜厚が１μｍになるようにスピンコーターを用いて塗布し、１２０℃で１２
０秒間プリベークした。
【０１２２】
次いで、ｉ線縮小投影露光装置を使用して、塗布膜に３６５ｎｍの波長で２０μｍマスク
を通して８００ｍＪ／ｃｍ2の露光量で照射した。照射後、６０％ＣＤ－２０００（富士
フイルムアーチ（株）製）現像液を使用して、２６℃で９０秒間現像した。次いで、流水
で２０秒間リンスした後、スプレー乾燥して、黄色のパターン画像を得た。画像形成は、
光学顕微鏡及びＳＥＭ写真観察により通常の方法で確認した。
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４）評価
上記より得た黄色のパターン画像（染料含有硬化性組成物からなる像）に対して以下の評
価を行なった。評価した結果は下記表１に示す。
(1)現像性および残膜率
未露光部現像性、露光部残膜率は、色度計ＭＣＰＤ－１０００（大塚電子（株）製）で測
定した。未露光部現像性とは、現像前後での膜の吸光度値の変化率［％］をいい、値の大
きい方が現像性に優れることを示す。露光部残膜率とは、現像前後での膜の吸光度値の維
持率［％］をいい、値の大きい方がパターン形状が良好であることを示す。
【０１２４】
(2) 耐溶剤性
上記のようにして黄色のパターン画像が形成された下塗り層付ガラス基板を、乳酸エチル
中に室温下１０分間浸漬した後、色度計ＭＣＰＤ－１０００（大塚電子（株）製）を用い
て、パターン画像における色度変化、即ちΔＥａｂ値を測定した。ΔＥａｂ値の小さい方
が耐溶剤性に優れることを示す。
【０１２５】
(3) 耐熱性
黄色のパターン画像が形成された下塗り層付ガラス基板を、該基板面において接するよう
にホットプレートにより２００℃で１時間加熱した後、色度計ＭＣＰＤ－１０００（大塚
電子（株）製）を用いて、パターン画像における色度変化、即ちΔＥａｂ値を測定した。
ΔＥａｂ値の小さいほうが耐熱性に優れることを示す。
【０１２６】
(4) 耐光性
黄色のパターン画像が形成された下塗り層付ガラス基板に対し、キセノンランプを２０万
ｌｕｘで１０時間照射（２００万ｌｕｘ・ｈ相当）した後、パターン画像における色度変
化、即ちΔＥａｂ値を測定した。ΔＥａｂ値の小さい方が耐光性に優れることを示す。
【０１２７】
更に、前記３）染料レジスト溶液に用いた黄色の有機溶剤可溶性染料を異色の染料に代え
、黄色パターン画像が設けられた前記下塗り層付ガラス基板に二色目を塗布し、該塗布時
の色素溶出及び混色を二色目の画像形成前後の吸光度変化で評価した。
【０１２８】
（実施例２～９、比較例１～２）
実施例１において、染料レジスト溶液の調製に用いたａｃｉｄ　ｙｅｌｌｏｗ４２のテト
ラメチルエチレンジアミン塩〔Ｘ／Ｄｙｅ（モル比）＝１．５０〕を、それぞれ下記表１
に示す有機溶剤可溶性染料に代えたこと以外、実施例１と同様にして、染料レジスト溶液
を調製し、パターン画像を形成すると共に、更に同様の評価を行なった。
【０１２９】
【表１】
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【０１３０】
上記表１に示すように、酸性染料と、分子量２５０以下であって、２個の窒素原子を有す
る含窒素化合物又は不飽和結合を有しない環状アミノ化合物との塩からなる有機溶剤可溶
性染料を含有する本発明の染料含有硬化性組成物を用いた実施例では、未露光部現像性お
よび露光部硬化性（現像残膜性）が良好で高解像度のパターン画像が得られ、また同時に
、形成されたパターンは溶剤と接触しても形状や色相を損なうことなく、優れた耐溶剤性
を示した。更に、熱や光に対する変化も抑えられ、優れた耐熱性、耐光性を示した。一方
、不飽和結合を持つと共に分子量２５０を超える環状アミノ化合物、又は１個の窒素原子
しか持たない芳香族アミン（含窒素化合物）を対イオンとする有機溶剤可溶性染料を含有
する硬化性組成物を用いた比較例１、又は比較例２では、耐溶剤性、耐熱性、耐光性の全
てにおいて劣っており、更に比較例２では、現像性やパターン硬化性（残膜率）の点でも
不充分であった。
【０１３１】
（実施例１０～１８）
実施例１～９で用いたガラス基板を、シリコンウエハー基板に代えたこと以外、実施例１
～９と同様の操作を行ってパターン画像を得た。耐熱性、並びに未露光部現像性および露
光部残膜率は実施例１～９と同様な結果が得られた。
実施例１０～１８においては、シリコンウエハー基板を用いている点で実施例１～９と異
なるが、染料含有硬化性組成物は実施例１～１８を通して全て下塗り層上に塗布されてい
るため実質的に違いが生じることはなく、同じ諸性能が得られた。
【０１３２】
（実施例１９～２１）
実施例１において、染料レジスト溶液の調製に用いたａｃｉｄ　ｙｅｌｌｏｗ４２のテト
ラメチルエチレンジアミン塩〔Ｘ／Ｄｙｅ（モル比）＝１．５０〕を、それぞれ下記表２
に示す有機溶剤可溶性染料に代えたこと以外、実施例１と同様にして、染料レジスト溶液
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【０１３３】
【表２】

【０１３４】
上記表２に示すように、酸性染料と、分子量２５０以下であって、２個の窒素原子を有す
る含窒素化合物又は不飽和結合を有しない環状アミノ化合物との塩からなる有機溶剤可溶
性染料を含有した実施例では、未露光部現像性および露光部硬化性（現像残膜性）が良好
で高解像度のパターン画像が得られ、また同時に形成されたパターンは溶剤と接触しても
形状や色相を損なうことなく、優れた耐溶剤性を示した。更に、熱や光に対する変化も抑
えられ、優れた耐熱性、耐光性を示した。
【０１３５】
【発明の効果】
本発明によれば、高感度で硬化性に優れ、かつ広い現像ラチチュードを有すると共に、特
に硬化後の画像部（例えば画素）の耐溶剤性に優れ、更に硬化性、耐熱性に優れ、高解像
度で色相の良好なパターン像を形成することができる染料含有硬化性組成物を提供するこ
とができる。また、
本発明によれば、前記染料含有硬化性組成物を用いてなり、高透過率、高解像力、広い現
像ラチチュードを有し、耐溶剤性に特に優れ、更に硬化性、耐熱性にも優れた生産性の高
いカラーフィルタを提供することができる。更に、
本発明によれば、高感度かつ高硬度でのパターン化、硬化が可能で、染料の溶出、混合（
混色）が抑えられ、各色パターンの耐溶剤性に特に優れ、色相、解像度、耐熱性、耐光性
にも優れた、コストパフォーマンスの高い（高効率で高生産性の）カラーフィルタの製造
方法を提供することができる。
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